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１．本年度の研究成果 

１）海外研修 

 がん専門病院であるＭＤアンダーソンがんセンター(米国)、リーズ教育病院(英国)を主

任研究者が訪問し、がん専門医プロフェッシヨナリズムについての議論を行うとともに教

育資料を獲得した。リーズ教育病院と派遣プログラムに同意した。 

２）総合研究 

がん診療連携拠点病院に勤務する、がん化学療法医療チーム、緩和ケア・精神腫瘍学に

従事する医師およびチーム、がん診療に従事する診療放射線技師、がん診療に従事する臨

床検査技師、看護師、相談員、院内がん登録実務者および短期間のがん専門研修医などの

多職種におけるがん研修を企画および運営した。21年度の受講者数は約 3500名（10月ま

で）。 

３）薬物療法分野 

日本臨床腫瘍学会と共催でパシフィコ横浜において、教育セミナーを開催した(８月８日

から９日)。総論・各論を合わせて 25単位の講演が実施され、約 800名の医師およびコメ

ディカルが参加した。また、本セミナーの内容を音声付スライドでインターネット上に公

開した。本セミナーの音声付スライドサイトへの 10月の月間アクセス数は約 3800件であ

った。 

国立がんセンター中央病院内科のスタッフ医師に対する、現在の専門分野以外の臨床研修

を実施するためのカリキュラムに基づき他科の研修を行った。スタッフ医師 1名が、本年

度日本臨床腫瘍学会のがん薬物療法専門医を受験する。 

４）緩和医療分野 

「がん医療における消化器症状とがん疼痛に対する治療方法」講演会を開催した。日本

緩和医療学会に委託して各県で開かれている「緩和ケア講習会」と棲み分けるため小規模

講習会で、対象を「がん診療に携わる若手医師」への教育へとした。 

５）麻酔科分野 

本邦では麻酔科医が不足し、全国のがん拠点病院において十分な麻酔管理体制を整えて

いる施設は限られている。そのためがん医療の均てん化という意味では、大きな問題とな

っている。麻酔科医を充足することと並んで重要なのはがん外科治療における麻酔管理の

教育体制の整備である。麻酔科専門医の資格を持たない若手麻酔科医 20名を対象にがん手

術における麻酔管理の特異点とその解決法について教育活動を行った。 

６）がん看護水準の均てん化を目指した人材育成プログラム 

がん看護における人材育成の教育モジュールの作成と、がん対策情報センターを中心と

した研修・教育実施施設間の連携・支援体制試案の作成に取り組んだ。がん化学療法看護

に関する講義を学習用 webコンテンツとして作成した。学習用コンテンツを DVD化し、都
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道府県がん診療連携拠点病院を中心に配布し、内容および活用方法についての意見（学習

ニーズ・教育ニーズ）調査を行う（３月）。この意見をもとに、受講者側の学習ニーズと提

供者側の教育ニーズを考慮してコンテンツを e-learning化する(２２年度)。 

 

２．前年までの研究成果 

米国メイヨー・クリニックとの相互派遣プログラムを実施した。都道府県が推薦する者

あるいはがん診療連携拠点病院に勤務する、がん化学療法医療チーム、緩和ケア・精神腫

瘍学に従事する医師およびチーム、がん診療に従事する診療放射線技師、がん診療に従事

する臨床検査技師および短期間のがん専門研修医などの多職種におけるがん研修を企画お

よび運営した。医学生，研修医に対してがん専門医に対する啓蒙を図る目的としての腫瘍

内科セミナーを開催した。山形県内放射線治療施設で「放射線治療症例検討用メーリング

リスト」を立ち上げ、実症例に基づいた教育を開始し、地域がん診療連携拠点病院に、遠

隔放射線治療計画システムによる診療支援を実施した。また、「東北がんネットワーク」を

設立し、格差解消に向けた活動を開始した。臨床試験における放射線治療の品質管理プロ

グラムを利用した放射線治療専門医の育成のため、施設から放射線治療計画データを収集

し、インターネットを利用して治療計画の評価を行った。がん診療に携わる若手医師を対

象として、「消化器症状とがん疼痛に対する治療方法」講演会を開催した。 

 

３．研究成果の意義および今後の発展性 

がん治療の専門医およびコメディカル・スタッフの育成制度が、一部分野で開始された。

評価制度は、開発中だが、各分野において育成制度が確立し、効果的かつ効率的に育成さ

れれば、わが国におけるがん治療の均てん化ひいては治療成績の向上に直結するものと期

待される。また、がんに対する薬物療法、放射線治療および終末期の緩和医療などをそれ

ぞれ専門とする医師が担当すれば、治療成績の向上およびがん患者のQOL向上をもたらす以

外に、不適切な医療による医療費の浪費が減少するものと期待される。 

 

４. 倫理面への配慮 

本研究は直接診療にかかわる研究ではないため研究施行に対する倫理面の問題はない。本

研究班は、むしろがん診療の上での倫理的な問題をも包括する教育カリキュラムを考える

ものである。 
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